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◎
国
家
公
務
員
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
新
旧
対
照
表 

○
国
家
公
務
員
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
百
二
十
号
）
（
抄
） 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
） 
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（
人
事
管
理
の
原
則
） 

第
二
十
七
条
の
二 

職
員
の
採
用
後
の
任
用
、
給
与
そ
の
他
の
人
事
管
理
は
、
職

員
の
採
用
年
次
、
合
格
し
た
採
用
試
験
の
種
類
及
び
第
六
十
一
条
の
九
第
二
項

第
二
号
に
規
定
す
る
課
程
対
象
者
で
あ
る
か
否
か
又
は
同
号
に
規
定
す
る
課

程
対
象
者
で
あ
つ
た
か
否
か
に
と
ら
わ
れ
て
は
な
ら
ず
、
こ
の
法
律
に
特
段
の

定
め
が
あ
る
場
合
を
除
く
ほ
か
、
人
事
評
価
に
基
づ
い
て
、
適
切
か
つ
厳
格
に

行
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 

（
給
与
の
根
本
基
準
） 

第
六
十
二
条 

職
員
の
給
与
は
、
そ
の
官
職
の
職
務
と
責
任
に
応
ず
る
も
の
で
あ

り
、
か
つ
、
国
の
財
政
状
況
が
考
慮
さ
れ
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 

（
人
事
評
価
の
実
施
） 

第
七
十
条
の
三 

〔
略
〕 

② 

人
事
評
価
は
、
相
対
評
価
（
複
数
の
段
階
に
区
分
し
た
上
で
評
価
の
分
布
の

割
合
を
定
め
る
と
と
も
に
、
対
象
者
が
ど
の
段
階
に
属
す
る
か
を
相
対
的
に
評

価
す
る
方
法
を
い
う
。
）
に
よ
り
、
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

③ 

前
項
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
人
事
評
価
の
基
準
及
び
方
法
に
関
す
る
事
項

（
人
事
管
理
の
原
則
） 

第
二
十
七
条
の
二 

職
員
の
採
用
後
の
任
用
、
給
与
そ
の
他
の
人
事
管
理
は
、
職

員
の
採
用
年
次
、
合
格
し
た
採
用
試
験
の
種
類
及
び
第
六
十
一
条
の
九
第
二
項

第
二
号
に
規
定
す
る
課
程
対
象
者
で
あ
る
か
否
か
又
は
同
号
に
規
定
す
る
課

程
対
象
者
で
あ
つ
た
か
否
か
に
と
ら
わ
れ
て
は
な
ら
ず
、
こ
の
法
律
に
特
段
の

定
め
が
あ
る
場
合
を
除
く
ほ
か
、
人
事
評
価
に
基
づ
い
て
適
切
に
行
わ
れ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。 

 

（
給
与
の
根
本
基
準
） 

第
六
十
二
条 

職
員
の
給
与
は
、
そ
の
官
職
の
職
務
と
責
任
に
応
じ
て
こ
れ
を
な

す
。 

 

（
人
事
評
価
の
実
施
） 

第
七
十
条
の
三 

〔
略
〕 

〔
新
設
〕 

  

② 

人
事
評
価
の
基
準
及
び
方
法
に
関
す
る
事
項
そ
の
他
人
事
評
価
に
関
し
必
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そ
の
他
人
事
評
価
に
関
し
必
要
な
事
項
は
、
人
事
院
の
意
見
を
聴
い
て
、
政
令

で
定
め
る
。 

要
な
事
項
は
、
人
事
院
の
意
見
を
聴
い
て
、
政
令
で
定
め
る
。 

 

 
 

 
  


